
　　　　　

項目 調査項目 判断基準 方法 CH 判断

目視

下げ
振り

ｸﾗｯｸ
ｽｹｰﾙ

目視

目視

ｸﾗｯｸ
ｽｹｰﾙ

目視

目視

項目 調査項目 判断基準 方法 CH 判断

屋根不陸 目視

屋根ふき材剥離 目視

目視

目視

打診
棒

目視

目視

目視

据付状態 目視

支持部分接合状態 目視

目視

建付状態 目視

目視

建付状態 目視

損傷
ｸﾗｯｸ
ｽｹｰﾙ

１．

２．

構成部材（柱・梁・
床・屋根・手摺等）

不同沈下(建物変形
含む）

仕上板の剥落、腐朽又は破損し下地が露
出

□該当

垂れ下がり又は落下

柱・梁・筋かい損傷
（２箇所以上）

□該当

□該当
柱傾斜（２階以上の
階のみ傾斜も同様）

２
擁
壁

判断基準
「宅地擁壁老朽化判定マニュアル(案)」による危険度評価区分が５点以
上であるものを特定空家等とする

二　屋外階段又は
バルコニー（ベラ
ンダ含む）

傾斜

仕上材料状態（看板
以外は省く）

剥離又は破損

（
２
）
脱
落
、
飛
散
等

(１)イ～ロ、(２)イ～ホの項目ごとに記載している調査項目のすべてに該当する場合に、それぞれ
の項目に該当と判断する。
該当と判断した項目がいずれか一つでもある場合に、特定空家等と判断する

□該当

傾斜

ひび割れ（幅0.3㎜以上）が5箇所以上
又は部材を分断する亀裂、変形若しくは破損

仕上材が剥落し下地が露出

仕上材の剥離（浮き）
※地盤面から1.0ｍ以上の部分

□該当

仕上板の目地部ずれ又は釘打部浮き上が
り　※地盤面から1.0ｍ以上の部分

部材の腐食、破損又は脱落

□該当

□該当

□該当

ひび割れ（幅0.3㎜以上）が5箇所以上
又は部材を分断する亀裂、変形若しくは破損

仕口に隙間が開く程のずれ、
又は仕口めり込み若しくはたわみ

土台等の腐食又は蟻
害

基礎と土台等ずれ

基礎損傷

柱・梁仕口ずれ
（２箇所以上）

構造体の著しい断面欠損（断面過半）

ひび割れ（幅0.3㎜以上）が5箇所以上
又は基礎を分断する亀裂、変形若しくは破損

軒状態

ﾓﾙﾀﾙ、土壁、ﾀｲﾙ
下地状態

棟又は軒の変形又は陥没

野地板又は垂木が腐朽や欠損

ロ　外壁（湿式）
※湿式壁ない場合
は省く

ロ　外壁（乾式）
※乾式壁ない場合
は省く

ﾓﾙﾀﾙ、土壁、ﾀｲﾙ
仕上状態

ホ　門又は塀（柵
含む）

1/20超

屋根ふき材のずれ、破損（割れ）又は落
下

雨どい状態
※無い場合は省く

木、金属、ｻｲﾃﾞｨﾝｸﾞ
仕上状態

木、金属、ｻｲﾃﾞｨﾝｸﾞ
下地状態

ハ　看板、給湯設
備、屋上水槽等
（アンテナ、室外
機含む）

転倒、脱落又は傾斜

支持金物又は支線が腐食し、破断し、
又は遊離している

イ　屋根ふき材、
庇又は軒

特定空家等判断基準表（倒壊等著しく保安上危険）

（
１
）
倒
壊

基礎幅より土台等がはみ出す程のずれ、
脱落又は遊離（浮き）

構造体の著しい断面欠損（断面過半）
又は緊結金物（ｱﾝｶｰﾎﾞﾙﾄ類）の腐食

□該当

イ　著しい傾斜

地盤の不同沈下
又は屋根等の上下方向の一様でない変形

ロ　構造耐力上主
要な部分の損傷等
（イ）基礎及び土
台

ロ　構造耐力上主
要な部分の損傷等
（ロ）柱、梁、筋
かい、柱と梁の接
合等 柱・梁の腐食又は蟻

害
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※
判

断
基
準

特
定
空
家
等

管
理
不
適
切

助
言
等
対
象
外

※
区

分
（
法

第
２
条

第
２
項

に
規

定
す

る
特

定
空

家
等

の
定

義
の
う
ち
該

当
す

る
状

態
を
あ
ら
わ
す

も
の
）

２
（
１
）

２
（
２
）

３
（
１
）

３
（
２
）

４
（
１
）

４
（
２
）

４
（
３
）

助
言
等
対
象
外

C
H

管
理
不
適
切

C
H

特
定
空

家
等

C
H

屋
根

、
壁

面
が
敷

地
外

か
ら
見

え
る

壁
面
が
敷
地
外
か
ら
見
え
な
い

屋
根

が
敷

地
外

か
ら
一

部
し
か

見
え
な
い

３
（
２
）

壁
面

の
一

部
に
蔓

が
繁

茂
壁

面
及

び
屋

根
に
蔓

が
繁

茂
投

影
面

積
の
８
割

以
上

に
蔓

が
繁
茂

３
（
２
）

道
路

・
敷

地
外

に
散

乱
し
て
い
る

通
行

可
能

容
易

に
通

行
す

る
こ
と
が
困

難
跨
ぐ
、
避
け
る
等
が
必
要
で
通
行

困
難

折
れ
腐

朽
等

の
散

乱
の
要

因
が

継
続
し
て
い
る
こ
と

４
（
１
）

□
該

当

枝
等

が
歩

行
部

分
に

は
み
出
し
て
い
る

歩
行

に
支

障
が
な
い

歩
行

に
支

障
が
あ
り
歩

行
部

分
の
高

さ
２
．
５
ｍ
以

内
に
５
０
ｃ
ｍ
未

満
は
み
出
し
て
い
る

歩
行

に
支

障
が
あ
り
歩

行
部

分
の
高

さ
２
．
５
ｍ
以

内
に
５
０
ｃ
ｍ
以

上
は
み
出
し
て
い
る

道
路
標
識
、
信
号
に
か
か
っ
て
い

る
場

合
は
特

定
空

家
等

と
す

る
４
（
１
）

□
該

当

枝
等

が
走

行
部

分
に

は
み
出
し
て
い
る

走
行

に
支

障
が
な
い

走
行

に
支

障
が
あ
り
走

行
部

分
の
高

さ
３
．
０
ｍ
以

内
に
５
０
ｃ
ｍ
未

満
は
み
出
し
て
い
る

走
行

に
支

障
が
あ
り
走

行
部

分
の
高

さ
３
．
０
ｍ
以

内
に
５
０
ｃ
ｍ
以

上
は
み
出
し
て
い
る

道
路
標
識
、
信
号
に
か
か
っ
て
い

る
場

合
は
特

定
空

家
等

と
す

る
４
（
１
）

□
該

当

枝
等

が
敷

地
外

（
道

路
等

を
除

く
）
に
は
み

出
し

て
い
る

－
敷

地
外

に
５
０
ｃ
ｍ
未

満
は
み

出
し
て
い
る

敷
地

外
に
５
０
ｃ
ｍ
以

上
は
み

出
し
て
い
る

隣
接

建
築

物
等

に
接

触
し
て
い
る

場
合

は
特

定
空

家
等

と
す

る
４
（
１
）

□
該

当

枝
等

が
電

線
等

に
か

か
っ
て
い
る

電
線
に
か
か
り
そ
う

電
線
に
か
か
っ
て
い
る

電
線
を
覆
っ
て
い
る

－
４
（
１
）

□
該

当

特
定
空
家
等
判
断
基
準
表
（
衛
生
上
有
害
等
）

法
第

２
条

第
２
項

の
特

定
空

家
等

と
し
、
法

第
１
４
条

各
項

の
措

置
の
対

象
と
な
る
空

家
等

法
第
３
条
の
適
切
な
管
理
に
努
め
て
い
な
い
空
家
等
（
特
定
空
家
等
を
除
く
。
）
と
し
、
法
第
１
２
条

及
び

条
例

第
５
条

の
助

言
の
対

象
と
な
る
空

家
等

特
定

空
家

等
及

び
不

適
切

以
外

の
空

家
等

と
し
、
状

況
に
応

じ
て
法

第
１
２
条

及
び

条
例

第
５
条

の
情

報
の
提

供
等

に
努

め
る
空

家
等

判
断
基
準

立
木
等

周
辺
が
森
、
林
等
で
な
い
こ
と

判
断

□
該

当

そ
の
ま
ま
放
置
す
れ
ば
著
し
く
衛
生
上
有
害
と
な
る
お
そ
れ
の
あ
る
状
態

適
切
な
管
理
が
行
わ
れ
て
い
な
い
こ
と
に
よ
り
著
し
く
景
観
を
損
な
っ
て
い
る
状
態

そ
の
他
周

辺
の
生
活
環
境
の
保
全
を
図
る
た
め
に
放
置
す
る
こ
と
が
不
適
切
で
あ
る
状
態

原
因

状
況

条
件

区
分

空
家
等
を
覆
う

建
築

物
又

は
設

備
等

の
破

損
等

が
原

因

ご
み
の
放
置
、
不
法

投
棄

が
原

因

既
存

の
景

観
に
関

す
る
ル
ー

ル
に
著

し
く
適

合
し
な
い
状

態

周
囲

の
景

観
と
著

し
く
不

調
和

な
状

態

立
木

が
原

因

空
家

等
に
住

み
つ

い
た
動

物
等

が
原

因

建
築

物
等

の
不

適
切

な
管

理
等

が
原

因
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助
言
等
対
象

外
C
H

管
理
不
適
切

C
H

特
定
空

家
等

C
H

判
断
基
準

判
断

原
因

状
況

条
件

区
分

窓
ガ
ラ
ス
が
割

れ
て
い

る
－

ガ
ラ
ス
が
欠

損
し
て
い
る
窓

が
半

数
未
満

ガ
ラ
ス
が
欠

損
し
て
い
る
窓

が
半

数
以
上

ヒ
ビ
の
み
を
除
き
、
建
物
全
体
の
窓

ガ
ラ
ス
の
枚

数
（
板

等
で
塞

が
れ
て

い
る
箇
所
を
除
く
）
を
全
体
数
と
す

る

３
（
２
）

□
該

当

－
地
上
階
で
割
れ
、
破
片
等
が

残
っ
て
い
る

地
上
階
で
割
れ
、
破
片
等
が
な

い
門

扉
、
塀

が
な
く
容

易
に
敷

地
内

に
侵
入
で
き
る
空
家
等
で
あ
る
こ
と

４
（
３
）

□
該

当

－
歩
行
等
部
分
の
境
界
か
ら
５
０
ｃ

ｍ
を
超
え
る
場
所
に
あ
る
窓
ガ
ラ

ス
が
割
れ
て
い
る

歩
行
等
部
分
の
境
界
か
ら
５
０
ｃ

ｍ
以

内
の
場

所
に
あ
る
窓

ガ
ラ
ス

が
割
れ
て
い
る

壁
等

が
な
く
タ
バ
コ
等

の
投

げ
捨

て
が
可
能
な
場
所
で
あ
る
こ
と

４
（
３
）

□
該

当

地
上
階
の
出
入
り
可
能

な
場
所
が
施
錠
さ
れ
て

い
な
い

－
開
い
た
ま
ま
、
又
は
閉
め
ら
れ
て

は
い
る
が
施
錠
さ
れ
て
い
な
い

破
損

等
に
よ
り
施

錠
す

る
こ
と
が

困
難

出
入
り
可
能
な
場
所
ま
で
容
易
に

人
の
侵

入
が
可

能
な
空

家
等

で
あ

る
こ
と

４
（
３
）

□
該

当

門
扉
等
が
施
錠
さ
れ
て

い
な
い

施
錠
さ
れ
て
い
な
い
が
閉
め
ら
れ

て
い
る

破
損
等
に
よ
り
閉
め
る
こ
と
が
困

難
－

－
４
（
３
）

□
該

当

臭
気

が
す

る
敷

地
境

界
で
、
無

臭
・
や

っ
と
感

知
で
き
る

敷
地
境
界
で
、
何
の
臭
い
か
が

わ
か
る
弱
い
臭
い
・
楽
に
感
知
で

き
る
臭
い

敷
地
境
界
で
、
強
い
臭
い
・
強
烈

な
臭
い

臭
い
の
発
生
場
所
を
特
定
で
き
る

こ
と

２
（
２
）

□
該

当

ね
ず
み
が
い
る

姿
、
フ
ン
等
が
確
認
で
き
な
い

－
姿
、
フ
ン
等
が
確
認
で
き
る

ご
み

等
が
ね

ず
み

の
餌

と
な
る
も

の
で
あ
る
こ
と

２
（
２
）

□
該

当

ハ
エ
・
蚊
が
い
る

ご
み
に
た
か
っ
て
い
る

ご
み
等
の
付
近
で
顔
を
払
う
程
度

飛
行
し
て
い
る

敷
地
境
界
の
付
近
で
顔
を
払
う

程
度
飛
行
し
て
い
る

ご
み
等
が
発
生
の
元
で
あ
る
こ
と

２
（
２
）

□
該

当

散
乱
し
て
い
る

敷
地
に
散
乱
し
て
い
る
が
、
敷
地

外
か
ら
容

易
に
見

る
こ
と
が
で
き

な
い

敷
地

面
積

の
５
割

未
満

に
散

乱
し
、
敷

地
外

か
ら
容

易
に
見

る
こ

と
が
で
き
る

敷
地

面
積

の
５
割

以
上

に
散

乱
し
、
敷

地
外

か
ら
容

易
に
見

る
こ

と
が
で
き
る

－
３
（
２
）

□
該

当

山
積
み
さ
れ
て
い
る

敷
地
に
山
積
み
さ
れ
て
い
る
が
、

敷
地

外
か
ら
容

易
に
見

る
こ
と
が

で
き
な
い

山
積

み
の
高

さ
が
５
０
ｃ
ｍ
未

満
で
、
敷
地
外
か
ら
容
易
に
見
る
こ

と
が
で
き
る

山
積

み
の
高

さ
が
５
０
ｃ
ｍ
以

上
で
、
敷
地
外
か
ら
容
易
に
見
る
こ

と
が
で
き
る

－
３
（
２
）

□
該

当

窓

窓
ガ
ラ
ス
が
割

れ
て
防

災
上
危
険

ご
み
等

出
入
り
口
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助
言
等
対
象

外
C
H

管
理
不
適
切

C
H

特
定
空

家
等

C
H

判
断
基
準

判
断

原
因

状
況

条
件

区
分

臭
気

が
す

る
敷

地
境

界
で
、
無

臭
・
や

っ
と
感

知
で
き
る

敷
地
境
界
で
、
何
の
臭
い
か
が

わ
か
る
弱
い
臭
い
・
楽
に
感
知
で

き
る
臭
い

敷
地
境
界
で
、
強
い
臭
い
・
強
烈

な
臭
い

臭
い
の
発
生
場
所
を
特
定
で
き
る

こ
と

４
（
２
）

□
該

当

音
（
鳴

き
声

等
）
が
す

る
不
定
期
に
、
聞
こ
え
る
程
度
以
下

の
音

が
す

る

継
続
し
て
、
音
が
大
き
く
聞
こ
え
る

が
、
通
常
の
声
で
会
話
が
で
き
る

程
度

の
音

が
す

る

継
続
し
て
、
音
が
大
き
く
聞
こ
え
、

大
き
な
声
で
会
話
し
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
程

度
以

上
の
音

が
度

々
し
、
会

話
が
困

難

敷
地
境
界
で
聞
こ
え
、
音
源
を
特

定
で
き
る
こ
と

４
（
２
）

□
該

当

毛
又

は
羽

毛
が
飛

散
し

て
い
る

敷
地

内
に
散

乱
し
て
い
る

敷
地

外
に
散

乱
し
て
い
る

敷
地

外
に
継

続
し
て
飛

散
し
毛

等
が
集
積
し
て
い
る
又

は
洗

濯
物
に
付
着
し
て
い
る
こ
と

発
生
の
元
を
特
定
で
き
る
こ
と

４
（
２
）

□
該

当

ね
ず
み
が
い
る

姿
、
フ
ン
等
が
確
認
で
き
な
い

－
姿
、
フ
ン
等
が
確
認
で
き
る

空
家
等
が
ね
ず
み
の
巣
で
あ
り
、

住
み
つ
い
て
い
る
こ
と

４
（
２
）

□
該

当

ハ
エ
・
蚊
が
い
る

敷
地
内
に
飛
行
し
て
い
る

敷
地
内
で
顔
を
払
う
程
度
飛
行
し

て
い
る

敷
地
境
界
の
付
近
で
顔
を
払
う

程
度
飛
行
し
て
い
る

空
家
等
が
発
生
元
で
あ
る
こ
と

４
（
２
）

□
該

当

の
み
が
い
る

敷
地
内
に
い
る

敷
地
境
界
付
近
で
の
み
を
確
認

で
き
る
こ
と

の
み
に
よ
る
被
害
が
確
認
で
き
る

こ
と

空
家

等
に
犬

、
猫

等
が
住

み
つ

い
て
い
る
こ
と

４
（
２
）

□
該

当

羽
ア
リ
（
シ
ロ
ア
リ
）
が
い

る
－

空
家

等
に
羽

ア
リ
（
羽

の
み

を
含

む
）
が
発

生
し
て
い
る

空
家

等
及

び
近

隣
に
羽

ア
リ
（
羽

の
み

を
含

む
）
が
発

生
し
て
い
る

空
家
等
が
羽
ア
リ
の
巣
で
あ
る
こ
と

が
確
認
で
き
る
こ
と

４
（
２
）

□
該

当

蜂
が
い
る

巣
が
確
認
で
き
な
い

蜂
の
巣
が
確
認
で
き
る
こ
と

－
蜂

の
巣

又
は
空

家
等

の
開

口
部

か
ら
出
入
り
す
る
蜂
を
確
認
で
き
る

と

４
（
２
）

□
該

当

看
板

看
板

が
汚

損
又

は
破

損
し
て
い
る

表
示

の
意

図
が
わ
か
る
も
の

表
示
部
分
の
１
／
２
未
満
の
汚
損

等
に
よ
り
表

示
の
意

図
が
不

明
な

も
の

表
示
部
分
の
１
／

２
以

上
の
汚

損
等

に
よ
り
表

示
の
意

図
が
不

明
な

も
の

表
示
部
分
が
１
０
㎡
以
上
で
あ
り
、

敷
地
外
か
ら
見
え
る
も
の
で
あ
る
こ

と
３
（
２
）

□
該

当

落
書

き
空
家
等
が
落
書
き
で
汚

れ
て
い
る

表
示
面
積
が
１
０
㎡
未
満
で
あ
る

も
の
（
蛍

光
、
金

銀
、
赤

色
系

の
色

で
あ
る
も
の
、
公

序
良

俗
に
反

す
る
表
現
で
あ
る
も
の
を
除
く
）

表
示
面
積
が
１
０
㎡
以
上
で
あ
る

も
の
（
公

序
良

俗
に
反

す
る
表

現
で
あ
る
も
の
を
除
く
）
、
又
は
蛍

光
、
金
銀
、
赤
色
系
の
色
で
あ
る

も
の

公
序
良
俗
に
反
す
る
表
現
で
あ

る
も
の

敷
地
外
か
ら
見
え
る
も
の
で
あ
る
こ

と
３
（
２
）

□
該

当

吹
付

け
石

綿
飛

散
又

は
暴

露
し
て
い

る
－

敷
地
等
か
ら
吹
付
け
石
綿
を
使

用
し
て
い
る
分

か
る
も
の

吹
付
け
石
綿
又
は
吹
き
付
け
石

綿
が
使

用
さ
れ
た
部

分
に
破

損
等
が
見
ら
れ
る

目
で
見

る
ア
ス
ベ

ス
ト
建

材
（
第

２
版

）
国

土
交

通
省

の
レ
ベ

ル
１
に

該
当

す
る
も
の
で
あ
る
こ
と

２
（
１
）

□
該

当

臭
気

が
す

る
敷

地
境

界
で
、
無

臭
・
や

っ
と
感

知
で
き
る

敷
地
境
界
で
、
何
の
臭
い
か
が

わ
か
る
弱
い
臭
い
・
楽
に
感
知
で

き
る
臭
い

敷
地
境
界
で
、
強
い
臭
い
・
強
烈

な
臭
い

臭
い
の
発
生
場
所
を
特
定
で
き
る

こ
と

２
（
１
）

□
該

当

排
水
が
あ
ふ
れ
て
い
る

－
降

雨
時

に
敷

地
外

に
排

水
が
あ

ふ
れ
て
い
る
。

降
雨

後
も
敷

地
外

に
排

水
が
あ

ふ
れ
て
い
る

排
水
溝
が
つ
ま
っ
て
い
る
こ
と

４
（
１
）

□
該

当

土
砂

流
出
し
て
い
る

敷
地
内
に
溜
ま
っ
て
い
る

敷
地
外
に
流
出
し
て
い
る

敷
地

外
に
流

出
し
、
歩

行
・
通

行
等

が
困

難
土

砂
の
流

出
の
要

因
が
継

続
し
て

い
る
こ
と

４
（
３
）

□
該

当

排
水

・
浄

化
槽

動
物
、
昆

虫
等

4
 /

 4
 ペ

ー
ジ
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